
本調査は作業療法実践に関するアンケート調査です。

私たちは，臨床現場で作業に根ざした実践（OBP）と作業療法理論の活用状況ついて、下記の目的で調査
をしております.つきましては皆さんの臨床でのお考えについてお答えください．右記のQRコードよりご
協力お願い致します．なお、OBPを実践されていない方についてもご回答いただきたく、よろしくお願い
致します。

「作業に焦点を当てた実践に関するアンケートのお願い」
〜臨床現場におけるOBPと作業療法理論の活⽤状況〜
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当アンケートの回答に要する時間は約5分です．
お忙しい中お手数をおかけしますが、どうぞよろしくお願い
致します．
※回答者全員にお答えいたただきたい項目については「必須
回答」と設定致しました．

【調査期間】
令和 4 年 3 月 1 日〜 令和 4 年 5 月 31 日

＜アンケートの目的＞

①OBPおよび理論使用は領域によって異なるか

（OBPは作業療法実践においてどの領域に取り入れられているか）

②OBPにおける理論の有用性をどのように認識しているか

③OBPのために作業療法理論をどのように使用しているか

以上３点を明らかにすること

＜OBPの定義＞
・クライアントにとって目的や価値を持つ作業に焦点を当て，作業を

基盤として用いた実践

＜対象者＞ 作業療法士


